
ヘイトスピーチ
　国内においてヘイトスピーチが社会的関心を集めるようになった契機の一つとしては、2009年（平成21年）12月
から2010年（平成22年）3月にかけて右派系市民グループが行った示威行動について損害賠償責任が認められた、
いわゆる京都朝鮮第一初級学校事件の民事事件判決などが挙げられます。また、2014年（平成26年）8月には、国
連の人種差別撤廃委員会が我が国におけるヘイトスピーチの広がりに懸念を示し、ヘイトスピーチに対処するよう勧
告するなど、国際的にも、日本におけるヘイトスピーチが関心を集めるようになりました。
　このような中、法務省の人権擁護機関では、「外国人の人権を尊重しよう」を人権擁護活動の強調事項の一つとして
各種啓発活動を行い、2014年（平成26年）度から、ヘイトスピーチに焦点を当てた啓発活動として、「ヘイトスピ
ーチ、許さない。」をメインコピーとした新聞・インターネット広告やポスター・リーフレットの作成・配布等の取
組が実施されてきました。
　そして、2016年（平成28年）6月には、ヘイトスピーチのない社会の実現をめざす「本邦外出身者に対する不当
な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）」が施行されました。この法律は「不
当な差別的言動は許されない」ことを国内外に宣言し、国民にはヘイトスピーチをなくすことの重要性についての理
解を深め、ヘイトスピーチのない社会の実現に向けて協力するよう求めています。
　また、国には、ヘイトスピーチ解消のための施策を講じるとともに、地方公共団体に対して必要な助言や措置をと
ることを義務付け、地方公共団体には、地域の実情に応じた施策の実施に努めることを求めています。

災害発生時の人権問題
　災害時における高齢者・障害者・医療等を必要とする在宅療養者、外国人、乳幼児、妊産婦、性的指向・性自認に
関して配慮が必要な人等の要配慮者には、情報伝達、避難誘導、介護支援等のきめ細かな配慮が必要です。
　このため県と市町は連携して、避難体制の整備や社会福祉施設等の防災体制の構築、また、避難所の設置や応急仮
設住宅の建設等、要配慮者に迅速・的確に対応するための体制や施設の整備を図ることとしています。
　災害発生時には強い不安やストレスが重なり、その結果、避難するときや避難所での生活において、要配慮者への
配慮が不足し、時には心ない言動につながることも考えられます。日頃から見守りや声掛けを行い、地域でのつなが
りを強めるとともに、災害発生時においても互いの人権を尊重することが大切です。
　このような中、平成23年（2011年）3月の東日本大震災で発生した福島第一原子力発電所の事故影響により被災
した人が差別されるなど、事故に基づく偏見や差別が懸念されています。一人ひとりが震災の記憶を風化させること
なく、正しい知識と思いやりの心を持ち、問題を解決していくとともに、新たな人権問題の発生を防止していくこと
が必要です。

　「環境権」とは、良好な環境の下で生活する権利のことをいいます。環境破壊を未然に防ごうとする環境権
の主張は、生命と健康を守る当然の要求といえます。
　1993年（平成5年）には、「環境基本法」が定められました。この法律には、「環境の保全は、環境を健全で恵
み豊かなものとして維持することが人間の健康で文化的な生活に欠くことができないものであること…（中略）
…にかんがみ、現在及び将来の世代の人間が健全で恵み豊かな環境の恵沢を享受するとともに人類存続の基盤
である環境が将来にわたって維持されるように適切に行われなければならない。」とうたわれています。
　環境を守ることは、子孫に人間らしい暮らしを引き継ぐことであり、子孫の生きる権利、つまり人権を尊重
することにつながります。このことからも、滋賀県に住む私たちは琵琶湖をはじめとする自然との共生の大切
さを改めて考えたいものです。

環　境　権
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自分も相手も大切にしよう　自己肯定感（セルフ・エスティーム）

さまざまな角度からみていますか

　「自己肯定感」とは、自分自身に肯定的な感
情をもつこと、自分に自信をもつこと、自分が
価値ある存在と感じることなど、つまり自分を
大切に思うことです。「セルフ・エスティーム（
Self-Esteem）」の訳語として、長所も短所も
ひっくるめて自分自身をかけがいのない存在と
感じる「自尊感情」と同じ意味で用いられること
ともあります。
　自己肯定感や自尊感情を身につけるためには、
ありのままの自分の姿を認めることが必要です。
　自分自身がかけがえのない存在であると気づ
くことや自分を好きになることは、自分自身の
生きる力になり精神的な安定にもつながります。
　さらに、他者を肯定的に捉えて、豊かな人間
関係をつくることができ、異なった価値観をも
つ人たちを寛大に受け入れることもできるよう
になります。そして、自分自身の価値を認め、
他人の価値を正しく評価できることにより、差
別や不平等に立ち向かうことができるようにな
るともいわれています。

　見るポイントを変えるだけで、違った絵に見えま
す。この1枚の絵を日常の出来事に置き換えてみまし
ょう。一面的な見方や思込みはありませんか。いく
つもの視点から考えることは、物事や人を正しく理
解するために大切なことといえます。

　一人ひとりの人権が尊重されるためには知識の取得だけでなく、人権の視点で物事を見たり考えたり、行動できる
ことが大切です。そのためにはどのような力が必要となるのでしょうか。

自己肯定感（セルフ・エスティーム）と人権
　セルフ・エスティームが人権教育に関わる国際的な文書の中で
取り上げられたのは、1978年（昭和53年）オーストリアのウィ
ーンで開催された、ユネスコの「人権教育に関する国際会議」に
おいて採択された「最終文書」の中でした。人権の真の基礎は、
セルフ・エスティームと他人の尊重の概念であるとされ、人権を
尊重する態度や技能の重要性が改めて認識されました。

● 日常のささいなできごとや本人が気づかないようなとこ
　ろから、相手の良いところをみつけましょう。
● なぜ良いのか、どのように良いのか、その理由を言いま 
　しょう。

　家族や友人、同僚、地域の人など出来るだけ身近な人とペア
になり、お互いの良いところを紹介し合いましょう。

やってみよう

ポイント

1枚の絵があります。何に見えますか？

答え　若い女性または高齢の女性

性的指向・性自認



コミュニケーション・スキルを高めましょう

　人間関係は必ずコミュニケーションの伝え

手と受け手で成り立ちます。人権を尊重する

ためには、その前提に互いの考え方について

どれだけの情報交換ができ、意見交換が深め

られるかがポイントとなります。

　コミュニケーション・スキルとは、必要な時

に必要な場で、自分自身の感情や考えを適切

に表現するとともに相手の意見を受け取め、

互いを正しく理解し合う技能のことです。

● アサーティブネスのすすめ
 　人々の自己表現には、3種類のパターンがあるとい 

 われています。第１は「不十分な自己表現」、第2は「攻 

 撃的な自己表現」、第3は「アサーティブネス（非攻撃的自 

 己主張）」と呼ばれる自己表現です。不十分な自己表現 

 とは考えていることや気持ちを表現できないことで、 

 攻撃的な自己表現とは自分の言い分だけを通して相手 

 に押しつけてしまうことです。アサーティブネスとは、 

 その中間で、自分の意見や考え、気持ちを素直にその 

 場にふさわしい方法で伝える自己表現・自己主張のこ 

 とです。同時に、相手が同じように表現することを待 

 つ態度を伴います。

● 論理的思考の大切さ
 　「論理的」とは、相手が理解できるように筋道を立て 

 て分かりやすく表現することです。私たちは日常的に、 

 他人に何かを説明したり報告したり自分の意見を述べ 

 たりしています。その際に、論理的に話をすれば、お 

 互いの考えや気持ちが理解しやすくなります。

● 挨拶に一言添えましょう。
 　挨拶はコミュニケーションの基本です。挨拶を行うことで人 
 と会話のきっかけができます。さらに、おはよう、こんにちは 
 などに一言（いいお天気ですね、お体の具合はいかがですかな 
 ど）を添えることでコミュニケーションが豊かになります。
● 相手の目を見て話しましょう。
 　相手に誤解を与えず、気持ちをしっかり伝えるために大切です。
● ポイントを押さえて話しましょう。
 　いつ（when）、どこで（where）、誰が（who）、何を（what）、 
 なぜ（why）、どのように（how）の5W1Hに気をつけながら話 
 しましょう。
● 人の話をよく聴きましょう。
 　相手の言葉に対して自分の意見を返すためには、相手の気持 
 ちを尊重し、相手の話をよく聴かなければなりません。話を聴
　くときにうなずいたり、相槌を打ったりすることを意識してみ
　ましょう。

まずは、身近なところからトレーニング

やってみよう

●家族の言葉で傷ついたとき
●親しい友人の誤った行動を注意するとき

　状況を設定し、ロールプレイ（役割劇→P98参照）
を行います。さまざまな状況を想定して、相手を怒ら
せないように自分の主張を話してみましょう。自分の
感情に気づくとともに、自分の思いを上手に伝える方
法を学びます。

やってみよう

課題例

● 家で飼うとしたら、犬と猫とではどちらを 
 選びますか？
● 住むとしたら、一戸建てとマンションとで 
 はどちらを選びますか？

● 好きか、嫌いかという感覚的、感情的な答 
 えだけでなく、自分が選択した答えについ 
 て客観的で論理的な根拠をあげる練習をし 
 ます。
● 理由はひとつに限らず、いくつも考え、順 
 に説明しましょう。

選ぶ理由を言い、自分の考えを話しましょう。

やってみよう

課題例

ポイント
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　近年、人権への関心が高まり、新聞には人権に関連するさまざま

な記事が掲載されています。関連のある情報を切り抜いて、テーマ

毎に分類・整理し、スクラップしておくと学習資料として大いに活

用できます。各紙によって論点や扱いの大きさが異なることもある

ので、できるだけ多くの情報を集めることが大切です。論説や読者

欄の興味深い記事をもとに意見交換を行うことも、そのテーマを深

めることに効果的です。

　また、インターネットの検索サイトを利用して、学習テーマに沿

った情報を検索し、活用することも試してみましょう。

（インターネット上の情報には、根拠が不明なものも多く含まれて

います。情報を活用する場合は、信頼できる情報源であるかどうか

をよく確認しましょう。）

　人権啓発冊子や啓発DVD等の活用はもちろんのこと、さまざまな人権をテーマとする話題になった書籍（絵本や

コミックも含む）や映画を教材として活用することは、参加者の興味を引きます。

　また、文学作品や映画等を題材にし、その作品が生まれた社会的背景などと共に学ぶことは、さまざまな人権課題

の本質を理解するために役立ちます。

　日頃から多くの作品に触れることを呼びかけましょう。それらの作品を通じて当事者がおかれた立場を理解するこ

とや著者の思いに共感することは、人権感覚を磨くことに大いに役立ちます。

　ワークショップとは、講師から知識や情報を受け取るだけでなく、

参加者の一人ひとりが学習に主体的に参加し、意見交換したり調べた

り発表したり体験したりすることなどを通して、こころと頭と身体で

学んでいく学習方法をいいます。

　ゲーム的な要素を取り入れ、和やかな雰囲気の中で進められるため、

気づいたことを自由に出し合うことができます。多角的な考えにふれ

ることで生まれる「気づき」や「学び合い」、異なるものの見方で自

分自身を見つめ直す「ふりかえり」を大切にし、豊かな人間関係を育

む力や積極的に課題解決に向けて行動していく力などが育まれます。

　家庭や学校、地域、職場などさまざまな場所で人権学習を進めることはとても大切なことです。研修の方法にはさ
まざまな学習手法がありますが、人権について楽しく学ぶためにはどのような工夫が必要なのでしょうか。

ファシリテーター（進行役）
　ワークショップは、ファシリテータ
ーと呼ばれる進行役によって進められ
ます。ファシリテーターは、プログラ
ムづくりなどの事前準備からワークシ
ョップの実践、さらに学習を振り返り
具体的な取組を参加者全員の目標とし
て掲げ、行動につなげるという役割も
担っています。

本や映画等を活用した研修

参加体験型学習（ワークショップ）の手法と活用方法

新聞記事やインターネット情報を活用した学習

人権感覚を育てる


